
 

男女共同参画・ダイバーシティに関する委員会 

（平成 22 年度第 4回） 

議 事 録 

2011 年 2 月 10 日 (木) 開催 

時 間 15:00～17:00 場 所 地盤工学会会議室 

桑 野 委 員 長 ○ 末 岡 ｵ ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ ﾊ ﾞ ｰ ○ 工 藤 委 員 兼 幹 事 ○ 

浅 田 委 員 ○ 岩 瀬 委 員 × 杉 本 委 員 ○ 

山 口 委 員 ×     

○：出席 ×：欠席 △：未定 

 

議事録担当者の選出 →  桑野 委員長 

 

前回議事録の確認 【別紙-1】pp.1-3 

 

【議 題】 

【報告事項】 
１．会員・支部部の動き（桑野委員長） 【別紙‐2】pp.4-5 
 ・年２回程度の座談会の開催とその地盤工学会誌への掲載、サポーターの募集、神戸研究発表会

における特別セッションの開催および女性会員カフェの設置などについて会員支部部に報告し、

了承された。 

 ・学生会員向けのアンケートを会員支部部で実施予定。ダイバーシティ委員会にとっても興味深

い統計をとれる見込み。 

 ・ダイバーシティ促進のための会費減免に関する規定を会員支部部で検討中。 

 
２．男女共同参画学協会連絡会第 9期第 1回委員会参加報告（工藤幹事）【別紙‐3】pp.6-59 
 ・大規模アンケートを来期に実施予定。地盤工学会も会員に協力要請する必要あり。 
 
３．企画部会 連絡項目(サポータ募集に関する意見)（工藤幹事）   【別紙‐4】pp.60-61 
 ・ サポーター募集に関して意見あり。大学教員を通して各大学の女子学生に呼びかけると効果的。

企業の人事関係者などにも声をかけるとよい。 
 
４．土木学会連携関係報告（工藤幹事）                 
 ・建築学会と年１回程度の意見交換会を実施予定。建築学会は３５名中３名が女性理事。 
 
５．シニア座談会進捗状況（末岡ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ） 
 ・３月１４日（月）15：00～17：00開催予定 
 ・扶桑速記(株)に速記録の作成依頼済み 
 ・ダイバーシティ委員会委員の出欠は別途メールで確認する。浅田委員は写真係を担当。 
 ・終了後に懇親会を実施する。 
 
【審議事項】 
１．神戸大会特別セッション(案)（工藤幹事、浅田委員）       【別紙‐5】pp.62-63 
 ・昨年度のアンケートで要望の多かった、ワークライフバランスをテーマとする。 
 ・講演者の候補は、神戸大学男女共同参画室（浅田委員が連絡担当）、介護についてお話いただけ

る会員（工藤委員が連絡担当）、育児休暇取得経験のある男性（杉本委員が連絡担当）、ワーク

ライフバランスについてお話しいただける会員、など。３月末頃までに目途をつける。 
 
２．女性会員カフェ（杉本委員） 【別紙‐6】pp.64-66 



 

 ・最大２０名程度の会議室を確保済。 

 ・お茶とお菓子を準備し、参加費 300 円を徴収する。 

・女性会員だけでなく、男女を問わずダイバーシティに興味のある方を募集する（非会員を含む）。 

・名称を“サロン・土・カフェ”とする。 

 

３．夏の学校への参加について 【別紙‐7】p.67 

 ・土木系女子学生の会として夏の学校へ出展予定。地盤工学会は共催する。 

 ・地盤工学会として出展するかどうか、企画案、担当者等は 5月頃までに検討する。 

 

４．若手座談会について（山口委員） 

 ・秋頃開催をめざす。学生に限らず、若手（社会人）技術者も含んだ座談会としたい。 

 

５．その他 

 ・ダイバーシティに関する話題を継続的に発信するために、地盤工学会誌に掲載する記事案を提

案する（工藤委員）。 

 ・サポーター募集の補強が必要。必要に応じてツテをたどって声をかける。サポーターの方には、

委員会議事録を見ていただく他、イベントの企画案募集などを通して協力していただく。 

 ・会員データベース（会員支部部）整備に伴い、ダイバーシティ委員会として整理したいデータ

も取得できる見込み。今後、各委員会への女性会員の登用をお願いしていく際の実現可能性を探

るため、取り急ぎ、女性会員の委員会参加状況、委員会に所属している女性会員の主要な年齢層、

複数の委員会に参画している会員の状況などを、整理・分析する。 

 ・来年度の委員会活動に向けて、委員の補強が必要。企業の技術者を２～３名、大学の研究者を

１名の予定で検討する。 

 

６．次回開催日の確認 

  ５月１２日 15:00～17:00 

  来年度の年間開催予定は次回までに桑野が日程案を作成する。 


